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Learning Rhetorical Expressions from Tanka Poems by  
KASHIWAZAKI Gyoji and HONGO Sumie
Hiroaki OKU
Abstract
   This article aims to help tanka-making beginners learn rhetorical expressions from tanka poems 
by KASHIWAZAKI Gyoji (1941-2016) and HONGO Sumie (1934-).
   The two poets learned the art of tanka from one of the major contemporary tanka poets: MIYA 
Shuji (1912-1986). The fact implies that the two poets learned from Miya some skills of making 
tanka. The characteristics of rhetorical expressions by the two poets are summarized as follows. 
The tanka poems by Kashiwazaki generally use plain expressions: they are mostly composed of 
plain vocabulary both in kango words, words made of Chinese characters and read in Chinese way, 
and wago words, original Japanese words. For example “ 地面 ” (jimen or ground) and “ ちかづく ” 
(chikazuku or coming nearer). Kashiwazaki avoids expressions not used in daily lives such as a 
compressed or shortened expression; for example 落ち実 (ochimi) or fallen fruit. Instead, he uses a 
natural phrase of 落ちた実 (ochita mi). Contrastively, Hongo makes use of strongly sounding kango 
such as 精魂 (seikon), meaning a steadfast will to realize something. She might have learned the use 
of this type of kango from Miya. Hongo also uses utakotoba, a word dominantly used in tanka, not in 
everyday life, such as kirigishi or a sharply cut cliff, and compressed or shortened expressions such 
as 熟実 (uremi) or ripe fruit. (“Uremi”, when heard, is difficult to understand, and should be “ureta 
mi” in daily communication.) The article suggests that shortened expressions by Hongo come from 
those by Miya. Learning the rhetorical expressions by the two poets, tanka beginners are expected 
to pursue useful rhetorical expressions for the tanka they would like to create.
Keywords : tanka poem, rhetoric, kango, wago, shortened expressions
【初めに】
　本稿の目的は、短歌結社「コスモス」（註1）の歌人




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 奥　浩昭 （2020 年 2 月）
たたかひの最中（さなか）静もる時ありて庭
鳥啼けりおそろしく寂し
 （宮柊二『群鶏』）
海面下一四〇メートルにわれら居て言葉ほそ
ほそと差しかはすかな
 （柏崎驍二『月白』）
みそかごと犯せし眼にはいろ燃えて五月かな
しき青葉のひかり
 （宮柊二『群鶏』）
（註5） 「やはり」を削っているのは、余計な感情表現を避け
るためだろう。
（註6） 『月白』の初句で「出だし（初句）が重く」感じられ
るものがいくつかある。ほとんど漢語で始まる。「執
拗に人は住み継ぐ風たちて杉の花粉の帯なせる峡」
「急峻の草地の峰に人居りて斜面を墜とす乾草の束」
「襤褸（らんる）のごと霜荒れし葉を垂るるのみ桐に
紅葉といふことなくて」「灯の領（りやう）を出でて
三時間みちのくの闇の寒さに髪膚（はつぷ）よろこ
ぶ」「国政の擾（さわ）がしかりし年も逝く林檎の芯
に蜜は凝（こご）りて」。他に、糞尿、逆光と、消費税、
不登校、法令集、労働を、を初句に置いた歌がある。
ただし、漢語で始まる歌がすべて重く感じられると
いうことはない。「教科書の先生の歌教へつつ独り悲
しむ殊に隠岐の歌」「車中にて朝々ひらく「往反」に
素水（さみず）のごとく差す光あり」では、出だし
は重くない。
 　出だしを含め、一首中の漢語表現の効果について
は、【３．２】で論じる。
（註7） ただし、慣用を「ずらした」表現効果について指摘
しておきたい。『宮柊二の歌三六五首』で柏崎は、宮
の若い頃の作品を紹介している「木蓮の耿耿（かう
かう）と咲きて花明り揺るるを見ればこころはひそ
か」。（この歌を収めた歌集『若きかなしみ』は『宮
柊二歌集』（1992）には収められていない。）「耿耿（か
うかう）と明るい」は慣用句だが「耿耿（かうかう）
と咲く」はそうではない。
（註8） 「耳に馴染まない」漢語として「機窓」がある。広辞
苑には載せられていない語である。
滑走のまへの小さき機窓より雨中にあそぶ
雀見てをり
 （小島ゆかり『六六魚』）
浮上して離（か）れゆく街を見おろせば機窓
は柩の窓にかも似る
 （木畑紀子『歌あかり』）
 NHK短歌（2019年７月）で講師の大辻隆弘はこの語
を別の語に換えて添削していた。一方、民放の俳句
番組で夏井いつきはこの語をそのまま採った。
（註9） 宮にも「寒（かん）」を詠んだ歌が二首ある。「寒（かん）
の風しばし埃を捲く中に尾鷲神社の大太鼓鳴る（『獨
石馬』）」「身は軽く風におさるる如くして散歩にあり
く寒の昼過ぎ（『純黄』）」。
（註10） 来嶋［15］は句切れの「切れ目」の認定が困難であ
ることを指摘し、「さしあたり歌の意味、それに文法
の上で切れることが目安とな」るとしている。来嶋
の挙げている例から判断して、終止形、命令形、助
詞（例：「や」）、名詞が「目安」となる。この内、名
詞については判断が困難だ。
人を瞬（またた）かすほどの歌なく秋の来て
痩吾亦紅（やせわれもこう）それでも咲くか
 （斎藤史『秋天瑠璃』）
あかつきの暗き水際（みぎは）にひしめきて
渡河序列の隊、馬整（ただ）すこゑ
 （宮柊二『山西省』）
杉の葉に雪しろく積む天城山峠のみちを踏み
のぼりたり
 （松村英一『初霜』）
 最初の二首を四句切れ、最後の一首を「句切れなし」
と来嶋は分類している。「天城山」の後にスペースを
置く、あるいは「、」を打てば三句切れとなるのだろ
うか。本稿では、途中の句（＝結句以外）が「名詞」
で終っている場合、その名詞が以降の句で主語ないし
目的語として機能している（すなわち、「は／が」あ
るいは「を」が省略されていると解釈できる）なら、
句切れはないと判断した（松村英一の歌の解釈と同じ）。
（註11） 一首の構造分析の難しい例を一つ紹介する。「河原来
てひとり踏み立つ午（ひる）どきの風落ちしかば砂
のしづまり」（宮柊二『小紺珠』）を大辻［11］は２・２・
１と分析し、第三・四句は二句から結句に進行すべ
きところに「強引に挿入され」ていると読む。これ
に対し柏崎［13］は、「第二句「ひとり踏み立つ」で
切って読むかどうかが問題になるが、ここは切らず
に、第三句の「午（ひる）どきの」に緩やかに続い
ていくように読むのが自然である」と述べている。）
（註12）
 「序詞」の例
茎太く立ちて咲きたる石蕗（つわ）の花の照
りかげるわが四十九歳
 「物名」の例（つゆくさ）
紫のちひさき花を見つつゆく寒き夜明けの簗
川（やながは）の岸
 「方言」使用の例
岩手の人だぢあみな辛抱づえと言ふとも今年
の秋をいかにせむ
 「谷間の集落を扱つた「安家村」（あっかむら）の一連」
の一首
猫の声聞けば愕（おどろ）く山系のただなか
にしてバスの来ぬ村
 「序詞」への柏崎の積極的な取り組みに学びたいと思
う。最後の歌集『北窓集』（2015）の巻頭の一首でも
序詞が用いられている。
風ありて雪のおもてをとぶ雪のさりさりと妻
が林檎を剝けり
（註13） 【３．１】で触れたように、柏崎は次の歌の「鳥語」を「鳥
の声」とあらためる添削を行っている「何ゆえか鳥
語きこえぬせんだんの実は房生りて待つ朝なさな」。
（註14） 次の一首も同様の分析ができるだろう「去りゆきし
少年時、戦時、壮年時、還暦一歳爾後の茫々」。宮は
他に「惨」、「茫々」「簡素」「荘厳」で閉じる歌を詠
んでいる。
（註15） 『晩照』の「後記」で本郷は、「出入りの激しかった
店を閉じ、一人ぼっちになった私に残ったのは短歌
だけでした」と述べている。
（註16） 宮の「懸命」や木畑（2008）の「渾身」の歌も印象
に残る。
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わが歌は田舎の出なる田舎歌素直懸命に詠ひ
来しのみ
 （『純黄』）
黒き蟻一匹いま懸命に芝生の中をわたりつつ
あり
 （『藤棚の棚の小室』）
渾身の張力をもてひとつぶのあさつゆは載る
みどり葉のうへ
 （木畑紀子『歌あかり』）
（註17） 本郷は「師のお顔今朝新聞に動悸して見」、宮は「動
悸して壁の落書にわれ対ふをさな字に北原隆吉とあ
り」（『日本挽歌』）。他に二首。「西蔵（ちべつと）に
潜み入りゆく人の手記を憬れ動悸して読みつぐ」（『獨
石馬』）「諦めにこれより我は即（つ）くべしと夜に
思ひをり動悸などして」（『忘瓦亭の歌』）
（註18） 長田が取り上げた一冊は『千曲川のスケッチ』であ
る。「たとえば、冬くるまえの木枯しの日の光景が記
されたその本を、わたしはいまも鮮明に覚えていま
す」と長田は述べる。
（註19） 「足らはす」については、中西［19］の解釈を参考と
した。万葉集3258の「天地（あめつち）に思ひ足（た）
らはし」と3276の「八十（やそ）の心を天地（あめつち）
に思ひ足（た）らはし」を「天地にみちるほどに心
を尽くして思い」、「八十の様々な心の物思いを天地
に満ちるほどに尽くし」と訳している。柏崎の、本
郷の紡ぐ歌は筆者に「心足らはす」ものに感じられる。
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